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同一作品にい くつかの違った解釈を示 し、複数の朗読者に、それぞれの解釈 ごとに
朗読してもらった。朗読音声 をコンピュータ ・ソフトで解析 し、聞 き手や作中人物と
の距離によって、イントネーションが変化するという結論を得た。おわりに、結論に
即 して、音声表現教育やメディア ・リテラシーを考える際の問題点をあげた。
キーワー ド 朗読、音声表現教育、 イ ン トネー シ ョン、語 り論、






















て音読には、朗読や読み聞かせが含 まれると考える。朗読 ・音読 ・読み聞かせの定義は、本稿





文学作品にはすでに 「語 り」が存在するとされている。詳 しくは後述するが、文学作品中には
厂語 り手」の視点があり、その 「語 り手」が、作中人物 と視点を重ねた り、距離を置いた りしな
が ら作品世界が展開することは、知 られている(3)。「語 り手」 と 「作者」は混同されやすいが、
たとえ作品が私小説であっても、作者と 「語 り手」は同じ人物ではない(4>。



















語が流れてくる。メディア ・リテラシー(メ ディアを批評的に読み解 き、活用すること)の重

















本研究では、13人の朗読者に、同 じ文を、指定 した4タ イプの解釈で朗読 してもらった。そ
の際、インrネ ーションについては何も指示せず、朗読者がどんな立場で作品に取 り組むかだ
けを指定した。その結果あらわれる音声に、一定の傾向があるかどうかを検証することにした。
2.語 り手 の視 点
語 り手 と聞き手、語 り手と作中人物 との関係についての研究のひとつに、山下宏明の 「語 り
としての平家物語」がある。山下は、語 り手の位置を次のようにとらえた(6)。
一方に、全 き第三者としての語 り手の位置 と、他方、その対象になり切る位置の、都合二
つの立場を両極にすえ、この間の語 り手の揺れを見 ようとするもの













走 り行 く船をとらえるあ り方である。この同化の姿勢は、語 り手が登場人物 となって、そ
の思いを直接語るところのもので、それほ抒情詩のあ り方に通 じる。一方の客観視点によ
る俯瞰こそ叙事詩本来のあり方であろう。一





談話の語 り手 も、実は 「視点(カ メラ ・アングル)」に基 き語っている、としている。
3.『大 きな古時 計』の カメ ラアイ
本稿で朗読の素材にしたのは、『大きな古時計』の歌詞の一部である。『大 きな古時計』はア
メリカ人ヘンリー ・クレイ ・ワークの作詞 ・作曲で1876年に出版された。B本 の学校でもたび
たび音楽の教材にされ、最近では2002年に平井堅の歌 によるCD(8)が発売されたことでふたたび
ほ と み こ う ご
注 目された。保富康午訳詩による一番の歌詞は、次の通 りである。
おおきなのっぽの古時計 お じいさんの時計
百年 ル'っも動 ていた こ饑9騨 、し 、
おじいさんの 生まれた朝に 買ってきた時計さ
いまは もう動かない その時計
三番まで続 く歌詞は、次のことを示唆 している。「大 きな古時計」は 「お じいさん」の人生 と共
に百年間動き続けた。そして 「お じいさん」は亡 くな り、時計も 「いまは もう 動かな」 く
なった。歌詞の中に 「おじいさん」の孫は出てこないが、この歌に潜在 しているのは、お じい





語 り手自身として、直接聞き手に向かって、歌いかけた り語 りかけたりすることもできる。実
際には歌い手や語 り手が、ある箇所では孫の気持ちになったり、別な箇所では聞き手に語 りか
けた りしなが ら、重層的な視点で作品の世界を表現 していくのが、最 も一般的で、芸術性の高
い表現法と言えるだろう。




40歳代の、朗読やアナウンスを職業 としない者である。残 る3人 は30歳代から70歳代の、主に
ナレーションを業務 とする、アナウンサーもしくは俳優である。13人は、 日本語を母語 とし、
共通語を用いて生活している。13人に、何通 りかの視点で、『大 きな古時計』の最初の一行 「お
おきなのっぽの古時計/お じいさんの時計」 という部分を朗読してもらうことにした。
先にも述べたように、『大 きな古時計』は多 くの人になじみがあ り、朗読者はあらかじめ作品






それぞれの、語 り手の位置を見てみよう。1は 、語 り手が作中人物と同化 していない。さら
に、語 り手は、アクセントなどを強 く意識する分だけ、作品か らは遠い位置にいると言える。
また聞 き手に対する意識については、次のように考えられる。共通語を意識 してはっきりと読
む とい うことは、聞き手の理解が得 られやすいということにつながる。その点では、聞き手を






Hの語 り手は、4タ イプの中では、最も談話の語 り手に近い位置にいると考えられる。
皿は聞き手をほとんど意識せず、作中人物との同化度は高い。Nも 聞き手をあまり意識せず、




皿とNは、語 り手と、聞き手 ・作中人物 との関係においては大きな違いはないが、語 り手の
気持ちの方向性は、大 きく異なっている。皿では語 り手の気持ちは心の中に向かっている。IH
は、一種の心内表現 と考えることがで きる。
一方Wで は、語 り手の気持ちが、自身の外側に向かっている。気持ちの行 き着 く先は、天国
という、一般 的には有るか無いかわか らないとされている場所である。 したがってIVは、どこ
か不確かな場所に向かって、思いのたけをぶつける、一種あ絶叫であると考えられる。気持ち
のベク トルが、皿は内向き、IVは外向きなのである。
1、皿の気持ちのベク トルについては、次のことが言える。1は 、アクセントや発音 という、




おいて重要なことである。主に俳優の演技術について書かれた、岡田正子著 「ベラ ・レーヌ ・
システム」(9)では、演技にあたって大切なことを

















作品との関わり 小 大 大 大
聞き手に対する意識 やや小 大 小 小
作中人物との同化 小 やや小 大 大
気持ちのベクトル 内向き 外向き 内向き 外向き
5.4タ イプの一例
次に示す図1は、女性朗読者13人のうちの1人 であるMによる、『大きな古時計』一行目 「お
お きなのっぽの古時計」の、1～IVの朗読音声を、 コンピュータ ・ソフトを用いて、ピッチ曲
線で描出したものである。時間の推移とともに左か ら右へ、高い音ほど図の上方に、低い音ほ
ど下方に、音の高低が曲線になってあらわれている。4つ のタイプはそれぞれ、音の高さも曲



















差が大 きい印象を受ける。Hは 全体がやや高 目の音で発音されている。皿は全体がひじょうに
低い音で推移 し、読みはじめよりもおわりの方が高 く発音 されている。IVは全体がひじょうに












⑤①～④ をもとに、4タ イプの朗読音声にあらわれるイン トネーションの、全体的な傾向
について検証する。
7.13人の最高音
13人の朗読音声が、4タ イプそれぞれの中で示 した最も高い音を、次頁の表2に 示 した。そ し
て1人 の朗読者がそれぞれのタイプで示 した最高音のうち、4タ イプ中最 も高かったものを下
















































































13人の朗読音声の、高低差を計測 し、代表例 を示 したものが、表3で ある。それぞれの朗読











































「絶叫」 したIVでは、高低差は、研修生が朗読 した場合には比較的大 きくなる傾向があ り、
プロであるK,L,Mが朗読 した場合には、さほど大 きくならない傾向があった。遠 くまですべて
の言葉を届かせるためには、初めから終わ りまで、すべての部分に高い音を使用 した方が、都
合が良い。そのためナ レーションを職業 とする者は、その技術により、IVでは意図的に低い音
を使用 しなかったものと考えられる。 しかし研修生は高音部のみを意識して発音 し、低音部は
各入固有の低音域に近い音を使用したため、高低差が大きくなったと考えられる。
9.文 頭 ・句頭 と文末 ・句末 の高 さの比較
日本語共通語の平叙文は通常、文頭 ・句頭 ・文節頭は高目に発音され、文末 ・句末 ・文節末
は低めに発音される。今石元久著 「音声研究入門」(11)は、「文の最少分割部」分のピッチ曲線を
ピッチパ ターンが 「へ」の字のように推移 している
としている。
ところが本稿5.「4タ イプの一例」の図1で 見た逋 り、朗読者Mの朗読音声皿のピッチ曲線
には、次のような特徴があった。「おおきなのっぽの古時計」の中で、句頭、つまり 「おおきな」
の最初の 「お」 よりも、句末、つ まり 「古時計」の最後の 「い」の方が、高 く発音されていた。







1共通語アクセン ∬目の前の相手に 皿心の中の亡き N天国に聞こえる
トに気を付けて 話しかけるように 祖父を思い出して ように大 きな声で
文頭・文末 A文頭〉文末 A文頭〉文末 A文頭〉文末 A文頭く文末
(おお きなの っぽ B文頭〉文末 B文頭〉文末 B文頭〉文末 B文頭く文末
の古時計/ C文頭〉文末 C文頭く文末 C文頭〉文末 C文頭く文末
おじいさんの時計) K文頭く文末 K文頭〉文末 K文頭く文末 K文頭〉文末




特に 「絶叫」 したWに は、逆への字型を示す文頭く文末のイントネーションが多くあ らわれ
ていた。13名中7名 が、IVでは、文頭 よりも文末の音を高 く発音 したのである。また文頭く文
末ではないものの、L、MによるNは、文末と文頭の高低差が、4タ イプ中最少だった。









られる・ しかし・そのようなくせ鱒 たな睹 の場合でも 皿には変則的なイントネーシ・ン




発音を意識 した1と 、聞き手を意識したIIの朗読音声の相違点は、文頭、つまり語 り始めの
音の高さにあ らわれていた。






















ふ る ど け い
4











イン トネーションにな り、文節同士の関係や文全体の意味が、聞き手にわか りにくくなる傾向
がある。
12.ピッチ曲線 か らわかること



































































識ゼロ」(13)という考え方が知 られている。 しか し 「聞き手意識ゼロ」は、聞き手をまった く意
識 しないということではない(14)。
時には聞き手に率直に語 りかけ、時には作中人物に気持 ちを重ねながら、作品中を絶えず移

















音声言語が極端な高音で発せ られる時、語 り手は、決して冷静な状態で言葉を発 しているので
はないと考えられる。
一方、変則的なイントネーションが多用される点に関しては、次のように考えられる。 日本語
だけでなく、多 くの言語で、疑問文の末尾は高 く発音 される。高音で相手の注意をひいて、相手
に答えを促すためだと考えられる。それでは、疑問文ではないのに末尾が高 く発音されるのは、
どんな時だろうか。念を押 した り、すでに語った内容 を改めて強調しようとする意思がはたらい
たりする時には、文節などの末尾が高 く発音されることが多い(15)。日本語の場合なら 「～ 『ね』」、
「～だか 『ら』」「～それ 『で』」などと、『 」の中の部分を高く発音するのが、その例である。
本稿で指摘 したIIのタイプのイン トネー ションでは、末尾は高 く発音 されなかった。Hは
「目の前の相手に話しかけ」たものだ。だから平静に話しかける時には、文や句や文節の末尾は、
高 く発音されることは少ないと考えられる。単に話しかけるのではなく、語 り手の感情や話の









一つだ。語 り手が、「おじいさん」を思う 「孫」の気持ちと同化して語 ることにより、IVのイン





とである。 この 目的を もって語 られ る時 には、本稿 の1やHの イ ン トネーシ ョンはあ らわれ て
も、 皿やNの イ ン トネー シ ョンはあ らわ れないはずだ。 しか し第二 次世界大戦直前 や大戦 中、
日本 のニ ュース映画 には、本稿 の 皿やNの タイプに相 当す るイン トネーシ ョンがあ らわれ てい
た こ とを、論 者はかつて拙論 で指摘 した(16)。絶叫調、教育勅 語奉読調(17)など と指摘 され て き
たす るそれ らは、戦意高揚 な どを目約 に制作 された作 品 に多用 され た。 ニュースを検 閲す る側
は、観客 を 「『泣かせろ』 と要求 し」(18)、その結果、絶叫調や教育勅語奉読調 のイン トネーシ ョ
ンがた びたびあ らわれた。 「泣 かせろ」 と言 う検 閲側 の 目的が、客観 的な報道 でないことは明 ら
か である。観客 の感情 を揺 さぶ り、観客 を 「泣 かせ」、観客 の戦 意 をさらに高揚 させ るこ とが、
検 閲側 がニ ュース映画 に求 めた 目的であ る。 その 目的 にこた えて制作 され、その結果あ らわれ
た のが、 皿やIVのタイプに相当す るイン トネーシ ョンだ った。
変則 的 なイ ン トネーシ ョンが多用 され る時、語 り手は、作 中の対象 と同化 している と考 え ら
れ る。語 り手 と対象が一体 となって、絶叫 した り心 内表現 を多用 した りする作 品は、客観 的に
事実 を伝 える ことを 目的 に して いるわけではない。
音声言語 の役割 は、そ の言葉が本来 もつ意味 を、正確 に伝 えることだけである とは限 らない。
音声言語 は、 時 として意味を離れ、 聞 き手 の感情 に直接的 に訴 えかけ る働 きをするこ とがある。
語 られ る内容が、 た とえ文字上 は客観性 を保 ってい るかの ように見 えて も、音声 上は客観 的
で ない場 合 もあるのだ。音声 上の客観性が保 たれてい なけれ ば、 その作 品の 目的は客観的 な報
道 ではない ことに、メ デ ィアの視聴者 は留 意する必要があ る。 このよ うな見方は、外 国語 のニ
ュース の読 み方 に もあてはまるのではないだろうか。興味の もたれ ることではある。
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ー ・プリテーションJ2006年6月17日、司会:近江誠、プレゼンター:近江誠、川島彪秀
この中ではオーラル ・インター ・プリテーションを次のように解説している
文字化された作品を語 り手の発話意図の産物や トークとして捉え、理解 したように音声表現
しようと格闘する(…)総 合的コミュニケーション訓練
(3)山下宏明 『語 りとしての平家物語』(1994年、岩波書店)「1一四一1語 り論の意味 散文の話法
としての語 り」など








(7)久野瞳 『談話の文法』第二章 「二視点(カ メラ ・アングル)」(1978年、大修館書店)
(8)平井堅:歌 「大 きな古時計」(2002年、ソニー ・ミュージックエンタテイメント)




(12)郡史郎 「強調 とイントネーション」(『講座 日本語 と日本語教育2日 本語の音声 ・音韻(上)』
1989年、明治書院)










(18)瓜生忠夫 「国策映画 ・日本ニュース小史」(『別冊一億人の昭和史 日本ニュース映画史』1977年、
毎 日新聞社)
(やまだ あやこ 文学研究科国文学専攻修士課程修了)
(指導:三 谷 憲正 教授)
2006年10月19日受理
一67一

